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　2005 年の国際胃癌学会の際，英語が苦手な部下からポスターに応募したはずの演題が口演になっ
たので代わりに発表して欲しいと泣きつかれた．その発表セッションで私は偶然ロボット支援下手術
と出会い，発表者の韓国人に声をかけたところ，丁度あなたと話をしたかった（本当か？）とのこと
で韓国に招待してくれた．そこではロボット支援下手術を見せてもらう代わりに，網囊切除の実情か
ら 13 番リンパ節郭清の適応まで，当時の胃癌手術におけるあらゆる未解決な課題について 2 日間に
わたり質問攻めにあった．この野心にあふれる若い韓国人の名は Woo Jin Hyung であった．
　それ以降，国際学会で見聞きし同世代の欧米の外科医と雑談をした範囲では，ロボットの価値は既
存の内視鏡手術がより円滑に行える点にあった．実際のところ，遠近感のない画面を見ながら直線状
の鉗子で行う内視鏡手術は年配の医師には難易度が高いものであり，旧知のスペイン人医師の「俺に
は絶対できないと思っていた手術が，ロボットのおかげでできたぞ」という嬉しそうな報告を聞いて
妬ましく思ったものである．しかし，膵臓というハザードの塊に近接する臓器をリンパ節とともに切
除する複雑な手術は甘いものではなく，教室でのロボット支援下胃切除術の試みは 4 例目にして大き
な落とし穴に嵌まった．患者さんやその御家族に対して取り返しのつかない結果になり，贖罪の念は
一生消えることはない．同時に，ロボット支援下手術の適切な導入を進めようとする多くの同業者や
企業に，計り知れない迷惑をかけることになってしまった．
　何年もの時間が経過し，市中病院でもロボットの導入が珍しくなくなった頃，教室ではメンバーを
一新してロボット支援下手術を再開した．私がこの任務を託した後輩は，患者安全推進部の方針で

「私たちは医療事故を起こしましたが，手術を再開しました．あなたはそれ以来○×人目の患者さん
です」という文章の○×を 1 から順の数字で埋めた説明文書を用いて患者さんをリクルートする苦難
の日々を味わった．それでも後輩は本特集の意義を理解し，筆を執ってくれた．その部下である若手
の教室員たちにとっても，この時期にロボット支援手術に接する機会は極めて貴重であり，私にそれ
を奪う権利はない．
　こうして私の外科医としてのキャリアはロボット支援下手術の手前で燃え尽きたが，読者諸氏には
このような悔しく恥ずかしい思いをして欲しくない．幸せな外科医人生を送るために，本特集が少し
でも役立つことを願ってやまない． （小寺泰弘）
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